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オ スーいノアの前期中等教育段階における生物･環境カリキュラムの改訂
田中 賢二
オース トリアの前期中等教育段階における生物 ･環境カリキュラムの改訂の現状を,新旧
学習指導要領などから,明らかにした｡旧から新 (現行)カリキュラムへの変化で,学校や
教師の自由裁量が増える一方,前期中等教育段階における全ての学校種の生物 ･環境で同じ
であった週授業時間数が,ハウプ トシューレ及びギムナジウム&経済実科ギムナジウムの下
級段階の計 3つと実科ギムナジウムの下級段階とで違った減少になり, 2分化した｡また,
目標 ･内容構造や重点の変化はあったが,しかし,生物教育とともに,人間の生存に関与す
る内部環境と地学教育に関係して自然環境を扱うという意味で環境教育をも担っている教科
という本質は,変わっていないといえる｡ 
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I.はじめに ちなみに,前期中等教育段階のこの教科 ｢生物 ･
義務教育の段階,前期中等教育段階における科学 環境｣と初等教育段階 (第 1-4学年)における科
(理科 )教育は,どのような教科でなされるべきで 学教育がどのように関連しているか 7)を,明らかに
あろうか｡今日,外国では ｢理科｣や ｢物理｣などで し,また,前期中等教育段階における物理教育の現
はなく,日本にはない ｢環境｣を附した教科もある｡ 状については,前段階である初等教育段階の科学 
既 に ,筆者 は , ドイツ語 圏のオース トリア (理科 )教育とどのように関連しているか 8),前期
(Republik Osterreich :オース トリア共和国 , 中等教育段階ハウプ トシューレにおける物理カリキ
RepublicofAustria)における前期中等教育段階 ュラムがどのように変化 してきたか 9',を明らかに
(通算呼称で第 5- 8学年 )の教科 ｢生物 ･環境 してきている｡ 
(BIOLOGIEUNDUMWELTXUNDE)｣がどのよう
な教科であるのかを,いわば学校教育法,施行規則 , tl.枠組み (Rahmen) 
学習指導要領 ,教員養成大学の履修の手引き ･シラ
バスなどを手がか りにして ,明らかにしてきた 1)｡ tl. 1.学校制度 (asterreichischesSchulwesen)
前期中等教育段階に教科 ｢体育｣ ･｢物理｣ ･｢化 オース トリアの学校制度は 444制である｡ 初等
学｣はあるものの,いわば健康教育を担う ｢保健体 教育段階の学校である基礎学校 (国民学校)に続き,
育｣や地学教育を含む ｢理科｣が設置されていない 中等教育段階が,就学開始学年から通算呼称で 5学
ことに対応して,｢生物 ･環境｣は,人間の生存に 年から分岐するフォーク型であり,それぞれ 4年間
関与する内部環境と資源や景観の要素を含む自然環 の前期と後期 とに分かれる｡ 前期中等教育段階は,
境を扱うという意味で環境教育をも担っている教科 ハウプ トシューレ (全生徒数の約 7割)と,ギムナ
であった｡しかし,旧からこの新 (現行)カリキュ ジウム,実科ギムナジウム,経済実科ギムナジウム
ラムへの改訂で,変化はなかったのであろうか｡ からなる普通教育中等学校の下級段階 (約 3割 ),
本稿の具体的な目標は,引き続き,オース トリア そして国民学校上級段階 (ハウプトシューレが近く
の前期中等教育段階における生物 ･環境カリキュラ にない地域で無視できる程度)とに分かれ,後期中
ムの改訂の現状を,新旧学習指導要領 2-6)などから, 等教育段階では普通教育中等学校の上級段階の他に
明らかにすることである｡ 職業教育関係の諸学校も存在している｡
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田中 賢二 
H. 2.学習指導要領 (Lehrplane) を学校が出すことを認めているが,単一の学習指導
要領が教育の大綱を定めている｡
教育に関してオーストリアは中央集権であり学習 前期中等教育段階における学習指導要領の近年の
指導要領の公示前に各邦の審議会に諮問されるとし 改訂 ･移行 ･完全実施を,表 1にまとめた｡
ても,また,独自の学習指導要領として若干の特色
表 1 前期中等教育段階 (通算呼称で第 5-8学年)における学習指導要領の近年の改訂
ハウプ トシューレ 普通教育中等学校下級段階
年度 第 1学年 第2学年 第 3学年 第4学年 第 1学年 第 2学年 第 3学年 第4学年 
1 1985/86 旧 (旧旧 
2 1986/87 旧 旧 (旧 旧 ) (旧 旧) (旧 旧 ) (旧
旧
(旧
(
旧 ) (旧 旧 ) (旧 旧 ) (旧 旧 ) (旧 旧 ) (旧 )旧)
(旧
旧 ) 旧
旧 ) (旧 旧 ) 
(旧 旧 ) 
旧 )
3 1987/88 旧 旧 旧 (旧 旧 ) 旧 
15 1999/00 旧 旧 旧 旧 旧 旧 旧 旧 
16 2000/01 新 旧 旧 旧 新 旧 旧 旧 
17 2001/02 新 釈 旧 旧 新 新 旧 旧 
18 2002/03 新 新 新 旧 新 新 新 旧 
19 2003/04 新 新 新 新 釈 新 釈 新
旧学習指導要領は,ハウプ トシューレの場合 , なり,それまで現行の新指導要領が有効となる｡ 
1985/86から1988/89学年度, 3年間掛けて,普通教
育中等学校下級段階の場合,1987/88と1988/89学年 l. 3.週授業時間数 (Wochenstunden週授業時
度に 1 学年と2 学年とで年次進行, 1年間で完全
実施に移された｡新 (現行)学習指導要領ではとも
4/3/ 間数 Stnetfl授業時間割表)udnaen
000/01から200340/ 4/3/2/学年度に 1 学年進行,に,2 ハウプトシューレにおける生物 ･環境の過授業時
3年間掛けて,完全実施に移されている｡今回の前 間数の新旧カリキュラムによる変化をまとめると,
期中等教育段階における学習指導要領の改訂は,新 表 2となる｡ 表 3は,ハウプトシューレとともに,
(21)世紀を見すえたものであった｡15年周期での 前期中等教育段階に属する普通教育中等学校の下級
段階における生物 ･環境の週授業時間数の変化表で
ある｡
由言丁の移行開始年,2018/19年度がその完成年度に 
表 2 ハウプトシューレにおける教科 ｢生物 ･環境｣の週授業時間数の変化

新学習指導要領2000/01移行開始2003/04完全実施 ← 旧学習指導要領 1985/86移行開始 1988/89完全実施

必修教科＼学年 1 2 3 4 合計 合計 必修教科＼学年 1 2 3 4

生物 .環境 2 2 1 2 7* ← 9 生物 .環境 3 2 2 2

*学校が独自の規定でもって若干の特色を出す場合の許容幅は,7-12である｡
表 3 普通教育中等学校の下級段階における教科 ｢生物 ･環境｣の週授業時間数の変化表
新学習指導要領2000/01移行開始2003/04完全実施 ← 旧学習指導要領 1987/88移行開始1988/89完全実施
学年 1 2 3 4 合計* 合計 1 2 3 4
RGG/WK GRG G/WKR G/W K/RG G/WK RG必修教科＼類型 G/W K/RG G/WK G/WK/RG
生物 .環境 2 2 1 2 2 7 8 ← 9 3 2 2 2 2 
iasumGy
-
G mn -ギムナジウム,WK Wi 経済実科ギムナジウム,RG
*学校が独自の規定でもって若干の特色を出す場合は,学年の総授業時間数を,順に,それぞれ,26-30,29-32,29-33,29-
33の幅が可能で,そして 1-4学年計で120とすること｡ 
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オース トリアの前期中等教育段階における生物 ･環境カリキュラムの改訂
前期中等教育段階における生物 ･環境の週授業時 てで,陶冶教授課題 (lug-n erugb)BidnsudLhafae,
間数は,ハウプトシューレと普通教育中等学校の下 教材 off,教授学的諸原則)Lh ters( (Diatshdkice 
級段階とで,物理や化学とは違って,そもそも異な
っていなかった｡しかし,学習指導要領の改訂に伴
う過授業時間数合計の減少は,ハウプトシューレと
ギムナジウム&経済実科ギムナジウムの下級段階と
において (第 1と 3学年におけるそれぞれ週 3から 
2と 2から 1)計 2,実科ギムナジウムの下級段階
において (第 1学年における週 3から2)1を数え,
第3 (通算で 8)学年で 2つに分化,つまり,ハウ
プトシューレ及びギムナジウム&経済実科ギムナジ
ウムの下級段階の計 3つと実科ギムナジウムの下級
段階とで異なることになった｡なお,この生物 ･環
境の週授業時間数合計の減少も,全教科の週授業時
間数総計の減少 (いわば ｢ゆとりの創造｣)を,受
けたものであったといえる｡ 
Hl (erln 環境.学習指導要領 Lhpa)生物 ･
新旧学習指導要領の必修教科,選択必修教科すべ
Grundsaze)があり,ほぼ学習目標,学習内容,内
容の取扱いに相当する｡
ハウプトシューレ学習指導要領における生物 ･環
境と普通教育中等学校学習指導要領における下級段
階の生物 ･環境とで,これら目標 ･内容 ･内容の取
扱いは,旧カリキュラムで同じであった｡そして,
週授業時間において分化した新カリキュラムでも,
ハウプトシューレと普通教育中等学校下級段階との
生物 ･環境の目標 ･内容 ･内容の取扱いは分化され
ていない｡
日. 1.目標 (BHdungs一日ndLehraufgabe:陶冶
教授課題)
表4は,学習目標 ( lug- n erugb:Bidns udLhafae
陶冶教授課題 )の新旧対照表である｡
表4 学習目標 Blug-n erugb 陶冶教授課題)の新旧対照表(idnsudLhafae:
新学習指導要領 旧学習指導要領
第 1から 4学年における生物 ･環境のテーマは,人間と健 動物,植物内の主要群の特徴的生物,とりわけ地元の
康,動物と植物,生態学と環境である｡ 4年間を通じて,こ 生物,人間にとって価値のある生物に関する知識が,第 
の 3つのテーマ分野が,授業内容の構造化で柱となる｡ 1, 2学年の生徒によって,習得される｡その際,環境 ･
授業では,下記の目標が実現できるように留意されるべきで 生活様式 ･行動 ･体格間の関連が,可能な限り,直接的
ある｡ な観察のもと,考察される｡ 動物,植物における近縁関
一生徒は,生物学に関する重要な知識 
Ek itrennnsse)を獲得し,原理 ･関連 ･
ilihoogsceltzenra( eb 係とそれに基づく体系的な分類との理解が始まり,環境
循環 ･依存性を学習 の枠内で相互関係-の洞察がなされる｡ 生徒は,人間の
し,生物学 ･自然科学の思考 ･研究方法を習得すべきである｡ 全体構造を健康な生活指導の肯定にとっての前提として
-生徒は,責任感を持って自主的に行動できるように,自分
の身体について十分に理解すべきである｡ (身体,性,健康
増進に重点)
一生徒は,自然 ･環境と人間との相互依存を把握し,環境意
識を持ち継続的に対処するよう動機づけられ ･能力を持つこ
とになる知識 ･能力を習得すべきである｡ (生態学的な行為
能力) 
-生徒は,将来の社会決定への参加において基盤となりうる
生物学的な ｢基礎知識｣を習得すべきである｡ 自然科学 ･生
物の知識を応用する際に,価値 ･規範 ･責任感がテーマにな
る｡ 
1
捉え,その環境への責任を育むべきである｡ 
, 2学年において動物,植物の範例的な取扱いの中
で,体系的生態的な洞察が獲得され,第 3, 4学年では
生態学的概観がこの学校段階の生徒の年齢にあった能力
を基礎にして,より抽象化して,教材として前面に出る｡
責任感ある行為への教育は,人間と環境とに関連する授
業の中心的課題に,ますますなる｡
生命のある自然と生命のない自然との間の関連と現象
との知識,これまでの進化に関する知識から,自然保護
と景観保全で実際的にそして自然探究の努力で示されて
きた自然への畏敬の念が目覚めさせられるべきである｡
-生徒は,自然や環境 ltntau
N
( rudUmwe)に対して積極 学習目標の習得を考慮に入れて学習内容の重み付けと
的な対処を培うべきである｡
-コミュニケーション能力,協力,葛藤 ･グループへの対処,
情緒的な知力のような個人 ･社会的能力が,獲得 ･援助され
るべきである｡
学校の課題領域に対する寄与 :
自然と生命への尊重や生態系への関与の結果に対して責任意
識の覚醒｡科学的な実験と経済的利用の限界｡
陶冶領域に対する寄与 :
人間と社会 :
生物かつ社会的存在としての人間,性/パー トナーシップ/
家族,生物かつ社会的現象としての健康/病気 ;労働界,平
和教育 ;関係一人間と自然,生態と経済,エネルギー,持続
性 ;生物学的認識の利用｡ 
選択は,教師の自由裁量であり,地域 ･季節 ･学校内の
与件に従う｡ 生徒は,生態学的 ･人間生物学的 ･社会的
作用からの問題と事実に立ち向かわせられねばならない｡
その際,洞察と知識に根ざした責任感ある行為が考えら
れる｡
これに関係して,生物 ･環境は ｢環境教育｣に対して
本質的な寄与をなし, ｢環境教育｣は純粋の知識伝達を
越えて,生徒をして環境問題の認識と解決に責任感を持
って実際に参加する状況に,環境保護処置を継続して生
きるために必要としてそれ故に大切だと認める状態に,
更にこれを生きていく為の意識の中で促進する状態に至
らせるべきである｡
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自然と工学 :
生命現象,生物としての人間,生命系のネットワーク,自然
への人間活動の作用,環境と健康,自然科学と倫理,自然科
学的な思考 ･活動方略｡ヽ
言語とコミュニケ-ンヨン :
日常言語と専門用語の領域で言語能力支援｡
創造性と計画 :
生物と自然物との交流によって創造性支援,創造性支援方法
の導入｡
健康と運動 :
能力にとっての身体的前提,福祉/健康,環境とスポーツ｡
旧カリキュラムにおける ｢1, 2学年において動
物,植物の範例的な取扱いの中で,体系的生態的な
洞察が獲得され,第 3, 4学年では生態学的概観｣
に対して,新カリキュラムでは ｢第 1から 4学年に
おける生物 ･環境のテーマは,人間と健康,動物と
植物,生態学と環境である｡ 4年間を通じて,この 
3つのテーマ分野が,授業内容の構造化で柱となる｣
で判るように,いわば,生物の次に環境 (生態学)
賢二
変化はない｡大きな変化は,構造 (教科固有,科学
教育全体,学校,教育全体 :いわば 5育)を持たせ,
広い視野から目標を示したことである｡ 新カリキュ
ラムで性教育の明示,健康教育の更なる重視が窺え
る｡ 
ll. 2.内容 (Lehrstof:教材)
表 5は,学習内容 Lh ters( off:という積み上げから,並行的な履修に変わったこと 教材)の新旧対
になる｡ 照表である｡
新旧カリキュラムともに,環境教育に関わって
｢責任感｣そして ｢行動要請｣までも求める点で,
表 5 学習内容 (Lehrstof:教材)の新旧対照表 (旧は途中 3カ所省略)
新学習指導要領 旧学習指導要領
必修内容 : 第 1学年 (週 3時間):
第 1学年 : 人間 (DerMensch)
人間と健康 (MenschunoGesundheit): 学習目標 L ilernzee( ):
フォルクスシューレで獲得した知識に加えて,人体,特に有
機体系の構造 ･機能についての概観が与えられるべきである｡
同時に,運動と性を通じて,自分の身体についての理解の深
化が,努力される｡ 運動 :運動の基礎,器官,運動一健康一
福祉,性 :生徒の関心に関して,次のようなテーマが扱われ
るべきである｡ :性器官の構造 ･機能,月経,受胎,妊娠 ･
誕生,思春期の身体的心理的発達 ･健康状態,性的乱用/性
病予防の啓蒙｡
生徒は自分の身体の構造と機能とを大要で把握し,環
境との関連を認めるべきである｡健全な生き方の基礎ル
ールと意味とを知り,身体 ･栄養 ･人々 ･環境の養生に
とっての理解を深めるべきである｡ 肉体的かつ精神的な
息災と環境との間の関連を知り,病気がこの関連枠で障
害の結果として生じうることを理解するべきである｡
生徒は性器の構造と機能とを知り,成熟の諸現象を理
解すべきである｡
Z動物と植物 ('r n jneeudP a 生徒は人間と自然の結び付きと責任を認め,生命への):nzen
動植物界の精選した国内例で,構造 ･機能,また,年齢にあ 畏敬を育むべきである｡
った近縁関係理解について基礎となる構造 ･生活様式 ･環境 学習内容 
の関連が扱われるべきである｡
):
人体の構造と配置｡器官と器官系また生体系における
teL ihlernna(
重点は,脊椎動物と種子植物である｡ 選択の際には,森とい
う生態系にとって意味があったり,生徒が体験する生物が前
面に置かれる｡ 更に,家畜が考慮される｡
生態学と環境 (OkologieandUmwelt):
脊椎動物そしてあるいは生態系としての森で代表させ,生態
学的基礎概念 (生物学的平衡,食物連鎖,種の生態的地位)
が扱われる｡ 人間活動のメリット･デメリットは,テーマ化
され問題とされる｡環境問題,その原因と解決案が扱われる｡
環境保全,自然保護,ビオ トー プ保全が,具体的な事例で演
示されるべきである｡
第 2学年 :
人間と健康 :
微生物と生態系としての森とに基づき,人間の健康に対する
メリット･デメリットが身体的 ･心理的観点から扱われる｡
動物と植物 :
動植物界の精選した国内例で,構造 ･機能,また,構造 ･生
活様式 ･環境の関連が扱われるべきである｡
その相互作用｡
健康的な生活手引きの指示,運動教育 (意味あるスポ
ーツ活動),栄養｡傷害の指示と救急の措置｡
頻度の高い病気の例とその原因 (例えば,姿勢欠陥)｡
環境効果 (職場での騒音,苦労,環境汚染など)やその
排除処置｡麻薬と晴好薬による危険｡
成熟への準備｡
脊椎動物 ( reteeWiblir)
学習目標 :
生徒は環境,生き方,行動,骨格間の基礎的な関連を
認めるべきである｡
生徒は近縁関係を知りそれでもって自然体系の理解に
至るべきである｡生徒は年齢に合った形態知識を取得し,
絶滅危倶種と絶滅防止規則を知るべきである｡
生徒は自然保護と環境保護とへの準備をし,生物の種
保全の前提としてのビオ トー プ保全を認めるべきである｡ 
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重点は,無脊椎動物と種子植物,胞子植物,キノコ,微生物
である｡
選択の際には,とりわけ,森という生態系と郷土の河川にと
って重要な生き物が前面に置かれる｡ 更に,全ての生き物の
基礎要素としての細胞が扱われる｡
生態学と環境 :
生態系としての森と郷土の河川に基づき,生態学的基礎概念 
(生物学的平衡 ,食物連鎖,種の生態的地位 ,生産者一消費
者一分解者)が扱われ,深められる｡ 人間活動のメリット･
デメリットは,森と郷土の河川への人間の作用に関連づけて
分析され問題とされる｡ 環境問題,その原因と解決案が扱わ
れる｡環境保全,自然保護,ビオ トー プ保全が具体的な事例
で演示されるべきである｡
第 3学年
人間と健康 :
扱われる生態系に基づいて,健康に対するメリット･デメリ
ットが扱われる｡
動物と植物 :
動植物界の精選した例で,構造と機能,また,構造 ･生活様
式 ･環境の関連が扱われるべきである｡
重点は,人間の食料として特別の役割を演じている有機物 (有
用動物 ,有用植物)である｡ 地球上の生き物の存在にとって
植物の意味に触れる｡ 更に,地球と人間を含む生き物の発展
史が扱われる｡
生態学と環境 :
土地としての生態系と農業的に有用な生態系 (例えば,農場,
草原)に基づき,生態学的基礎概念 (生物学的平衡,食物連
鎖 ,種の生態的地位,生産者一消費者一分解者,物質循環)
が扱われ,深められる｡ 基礎的な地質学的知識が,土地と生
命を有する自然と持たない自然の相互作用の理解に資する｡
人間活動のメリット･デメリットは,生態系の土地-の人間
の活動に関して分析され問題とされる｡ 環境問題,その原因
と解決案が扱われる｡ 環境保全,自然保護,ビオ トー プ保全
が具体的な事例で演示されるべきである｡
第 4学年 :
人間と健康 :
人体の構造と機能の知識 (健康と病気,精神身体医学と免疫
系を含む)が広げられ,完全なものとされる｡ 性 :生徒の関
心に関連して,次のようなテーマが扱われるべきである｡ :
生物学的,心理学的,社会的現象としての性,妊娠,誕生 ;
エイズ予防｡
動物と植物 :
動植物界の精選した国内例で,構造と機能,また,構造 ･生
活様式 ･環境の関連が扱われるべきである｡
重点は,都市やその他の地域の生態系に意味のある有機物で
ある｡ 更に,遺伝の基礎が扱われ,社会的倫理的問題に関し
てもその応用可能性 (例えば,遺伝子工学)が扱われ,議論
される｡
生態学と環境 :
都市やその他の地域の生態系 (例えば,港,多雨林)に基づ
き,生態学的基礎概念 (生物学的平衡,食物連鎖,種の生態
的地位,生産者一消費者一分解者,物質循環)が深められる｡
人間活動のメリット･デメリットは,人間の作用に関して分
析され問題とされる｡ 環境問題,その原因と解決案が扱われ
る｡ 環境保全,自然保護,ビオ トー プ保全が具体的な事例で
演示されるべきである｡
発展的内容 :
発展的内容は,陶冶教授課題や教授学的諸原則を考慮して決
められる｡ (参照,第 3部の ｢必修内容と発展的内容｣*)
*･･･必修内容には,付表時間割で与えられている週時間
数の 2/ 3が準備されている｡ ･･･発展的内容は,当該教
師の一人あるいは教科横断的にチームによって,地域の事情
に即して,恐らく,学校の自主的な指導要領の規定に従って,
計画される｡ ･･･
′′ 
生徒は重要な生物学的害虫駆除生物を知り,その保護
と世話との仕方を知るべきである｡
生徒は ｢毛虫｣に対する偏見と恐れとを除き,動物を
人間の独自の観点から見てはならないことを学ぶべきで
ある｡
生徒は生態系内の関連の基礎を理解 し,食物連鎖の意
味を把握するべきである｡
学習内容 :
噛乳動物と鳥類 :家畜,有用動物 (天敵を含む)そし
て飼育動物や,環境 ･生活様式 ･行動と骨格間や人間と
の関連を考慮して,幾つかの意味ある地元や外国の近縁
動物｡
噛乳動物と鳥類の特徴と比較考察｡
佃虫類 :地元の種を特に考慮して精選した佃虫類の特
徴｡
環境,生活様式,行動と骨格間の関連｡
切断時の行動｡
両生類 :無尾目 (カエル目)と有尾目 (サンショウウ
オ目)の代表事例で両生類 (綱)の特徴｡水生から陸生
への移行｡環境 ,生活様式 ,行動,骨格間の関連｡特殊
なビオ トー プへの関与による両生類の危機やその保全処
置｡
魚類 :地元の魚の代表事例で魚の特徴｡環境,生活様
式,行動,骨格間の関連｡
生態系モデルとしての水槽｡観賞魚,養魚,魚域｡
水質汚染の問題｡
簡単な花を持つ被子植物 (eka rmi ifceD csme tenahm 
Bl na)nebu
学習目標 :
生徒は地球上の生命の存在にとって植物の意味を認め
るべきである｡
生徒は簡単な花を持つ種子植物の年齢にあった形態知
識を獲得し,絶滅危倶種と絶滅防止規則ないし保全準備
を培うべきである｡ 強力な関与 (培養処理,化学処理な
ど)によって生じうる結果を知るべきである｡
生徒は事例で多層性から環境保全のテーマを理解し,
これへの批判的な議論の必要性を認めるべきである｡
学習内容:
簡単な花を持つ被子植物の構造と機能｡花の構造と機
能｡受粉と花を求める生き物との相互作用での適応｡植
物保護による可能な危険｡
受精,果実形成 ;檀,種の散布,発芽と生長｡
有用植物と観賞植物,保護植物とビオ トー プ保全｡
第 2学年 (週 2時間):
種子植物 (a nfazn)Smeplne
学習目標:
生徒は簡単な花をもつ重要な種子植物を知 り,その枯
れない要件,繁殖について,経済的生態学的あるいはそ
の他の意義について通 じるべきである｡ 生徒は絶滅危倶
種の保護方法を知るべきである｡
学習内容:
簡単な花をもつ地元の精選した特徴的な種子植物｡
形態の知識,花の構造,繁殖,経済的意味｡
生態系森 ( oytmWadOksse l)
学習目標:
生徒は森を事例にして陸上の生態系の構造と関連とを
認識するべきである｡
学習内容:
生態系森についての概観｡
多層構造,複合,森と林との差,広葉樹林と針葉樹林
との比較 
一■-ヽ′一■-ヽ′■ヽ ノ~■ヽ′′ヽ′ 一■-~■ ′ヽ 
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田中
新旧カリキュラムで学習内容 (Lehrstoff:教材)
の指示構造は異なっている｡ 例えば,人間 (Der 
Mensch)といういわば単元の元に,それらの学習
目標 (enil)と学習内容 LmihleLrzee (e nat)を順に
指示することから,学年 ･分野別に,目標と内容と
を混在させたような指示に変わっている｡ 計 19単
元から計 12区分 (3分野 * 4学年)-の変化であ
る｡
最初と最後 ( e nc ooi旧 :D rMesh人間-Bilge 
un s shf生物学と社会/新 :フォルクスシdGeelcat
ューレで獲得した知識に加えて,人体,特に有機体
系の構造 ･機能についての概観が与えられるべきで
賢二
第3学年 (週 2時間)
地質学 ( ooi)Gelge
学習目標 :
生徒は身近な狭い郷土の地質的構造と成立史とを知る
べきである｡ 生徒は重要な岩石と鉱物や岩石形成におけ
る循環を知るべきである｡ 生徒は岩石変化過程が土壌の
形成をもたらすことを,認めるべきである｡ 最後に,生
徒はオース トリアの地質構造を大まかに記述し,そこか
ら地下資源の生成を説明できるべきである｡ 地下資源の
獲得と利用とから生じる環境問題は,生徒に認識される
べきである｡
学習内容 :
狭い郷土の岩石とその鉱物的構造｡火成岩,堆積岩,
変成岩の事例｡岩石の構成要素としての鉱物｡岩石生成
における循環｡土壌形成｡ オーストリアの地質的構造に
対する概観｡オーストリアの重要な地下資源｡
～ ′ヽ■′ 一ヽヽ■′ Eid 
第 4学年 (週 2時PF31:
地球と生物の進化 (nwikug drEd n eEt cln e re ud dr 
Lebewesen)
学習目標 :
生徒は地球と人間を含む生命との発展史に関する年齢
にあった概観や進化への一瞥を挙げうるべきである｡ 生
徒は遺伝過程とその法則性とを大雑把に示しうるべきで
ある｡
学習内容 :
化石,植物界と動物界,人間の進化研究の際の生成と
役割｡現在までの生物の進化｡
遺伝理論の基礎｡簡単な遺伝過程に対する事例｡人間
によって影響を受けた進化過程 (有用動物,有用植物)｡
生物の進化と環境条件との関連｡肉体的な固有性の変化
適応,選抜,進化｡
Ed ′ヽヽ■′ ′ヽヽ■′ ′ヽヽ■′
Bil eudGee cat生物学と社会 (oogi n slJshf)
学習目標 :
これまでの全ての学校段階の上に,生徒は年齢に合わ
せて環境と人間との多様な関連を把握すべきである｡ 生
徒は,人間の存在が生物学的過程の多様にネットワーク
された体系に組み込まれていることを,把握すべきであ
る｡ 生徒はこれから,全ての人間が責任感を持たねばな
らないこと,全ての人間の存在と福祉がこの観点を前提
に持つことを認めるべきである｡
学習内容 :
既存環境における人間の状況｡文化社会,開発途上国
における状況｡世界の人口,世界食程,共生と環境とに
対する個人の責任｡
ある｡ 同時に,運動と性を通じて,自分の身体につ
いての理解の深化が,努力される｡ -人間活動のメ
リット･デメリットは,人間の作用に関して分析さ
れ問題とされる｡ 環境問題,その原因と解決案が扱
われる｡ 環境保全,自然保護,ビオ トー プ保全が具
体的な事例で演示されるべ きである｡)からは,新
旧カリキュラムともに,いわば人間で始まり人間で
終わることになる｡
また,旧と新 カリキュラムともに,無脊椎動物 
(ともに第 2学年),キノコ (ともに第 2学年),細
胞 (ともに第 2学年),ビオ トー プ保全 (第 1･3
学年 と第 1- 4学年),生態系森 (第 2学年 と第 
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1･ 2学年 ),遺伝 (ともに第 4学年 ),病気 (第 1, る重視 と地学教育関係の軽減 とが窺い知れる｡
4学年 と第 4学年 )があ るこ とで ,変 わっていな なお ,新 カリキュラムでは ,学習内容がゆとりの
い｡ 創造 といえる週時間数の 2/ 3で行われるとする必
旧カリキュラムにな く新 カリキュラムにある事項 修内容 と学校や教師の 自由裁量で扱われる発展的内
は ,エイズ (第 4学年 ),食物連鎖 (第 1-4学年 ) , 容 とに分 け られることに ,なった｡ 
遺伝子工学 (第 4学年 ),免疫系 (第 4学年 ),妊娠 
(第 1, 4学年 ),性器官 (第 4学年 ) な どであ り , "I. 3.内容の取扱 い (DidaktischeGrundsatze:教
一方 ,旧カリキュラムにあ り新 カリキュラムにない 授学的諸原則 )
事項は化石 (第 4学年 ),景観保全 (第 3学年 ),岩
石 (第 3学年 ),土壌 (第 2, 3学年 ),共生 (第 2, 表 6は ,内容の取扱い (DidaktischeGrun dsatze
4学年 )などである｡ いわば ,健康教育関係の更な 教授学的諸原則 )の新 旧対照表である｡
表 6 内容の取扱い Diatsh udaz (( dkiceGrnste:教授学的諸原則)の新旧対照表 旧は途中 4カ所省略)
新学習指導要領 旧学習指導要領
全てのテーマの取扱いに際して,内容 ･方法の選択,また, 第 1学年
独自の関連枠-の知識の利用で,常に,生徒の生活実際が考 教授学的諸原則 Diatsh udaz):(dkiceGrnste
慮されねばならない｡可能な限り,社会にとっての生物学的 全ての問題群の学習に際して,常に生徒の人間的な経験
認識の意義を考慮するために,そして,生徒を将来の社会生 から,年齢にあった方法で,出発されるべきであろう｡
活での参加と責任に準備させるために,社会的観点が考慮さ また,生徒の継続した動機付けを考慮して,現実関連と
れねばならない｡ 生徒の自主性を考えて事例的な比較との常なる生起が,
生徒は,以下に述べる研究技術の応用によって,自主的な 大切である｡更に,学習目標の達成を支える適切な教材
学習と問題解決能力を奨励される｡ つまり,比較,整理 ;過 と方法の採用は,絶対に必要である｡ この年齢段階にお
当な補助道具 (例えば,ルーペ,顕微鏡,コンピュータ,専 いて広範な生体学を伝えることは,決して試みられるべ
門文献)に依る研究 ;情報の入手,処理およびプレゼンテー きでない｡上級段階に留保される｡
ション ;問題の特定 ･解法 ;簡単な実験と測定の実施｡ 教授学的諸原則 :
教科枠を越えたプロジェクト学習が支援されるべきである｡ 自分の身体の構造と機能に関する知識は,生徒の肉体的
自然との出会いが考えられるべきである (例えば,遠足,露 精神的発達から生じる問題の克服に対して基礎的な前提
地学習,動 ･植物の世話)｡ 例えば,グループ学習,社会的 である｡ 自分の身体について理解の基礎を越えて,脊椎
学習,開かれた学習のような学習形態と社会形態は,生徒の 動物の身体の理解習得について基礎が,置かれる｡ 生物
社会的,個人的/情緒的資質を育む｡ 内の簡単な機能関連への一瞥や生物とその環境との間の
3つのテーマ分野に関して留意されるべき事項は,以下で 相互作用-の洞察は,早期の自己理解の獲得そして自分
ある｡ : に対する責任と社会に対する責任との受領にとって,前
｢人間と健康｣は,健康と生活スタイルの問題,また,社会 提である｡
的 ･倫理的な側面を含む精選されたテーマに基づき,各段階 教授学的諸原則 :
で扱われる｡ 4学年の最後には,壁徒は,人体構成 ･機能に 生徒の経験世界から出発し,現有の予備知識と関連づ材,
ついての年齢に応じた概観を有するべきである｡ 自分の身体 脊椎動物の精選した代表生物は,生活域,その行動,そ
について理解,健康意識の増進に加えて,性教育が,扱われ の近縁関係を考慮して,学ばれるべきである｡身近にあ
る｡ る実際的な関連が作られるべきである｡ それ故に,可能
｢動物と植物｣の取扱いで,郷土の動植物,その都度扱われ な限り,生徒の多くの認識側面が言及されるべきである｡
る典型的な生態系 (参照 ｢生態学と環境｣)が優先的に扱わ 家畜,飼育箱や水槽,動物園,動物収容場所,餌場,市
れる｡ 更に,人間にとって特別な意味を持つことにも考慮す 場などが,その際に,動物との直接的な出会いにとって
べきである｡ 生徒は生き物の多様性を認識し,その本質的で 可能性をもたらすだろう｡ 様々な体系的な群からの代表
特徴的な知識を学ぶべきである｡ 生き物の間の近縁関係を指 的生物の選択に際して,基準に加えて,分布 ･適応 ･生
示し,生徒は集団内の生物の配置を理解すべきである｡ 活様式 ･行動 ･経済的意味,地域的与件や話題性の原理
｢生態学と環境｣のテーマでは,生物の相互作用に関する学 が,考慮されるべきである｡ 一般的な生物学的認識は,
習,生命界と無生物界の間の関係,また,環境問題 ･環境保 年齢にあった形で,幾つかの典型的な代表的な生物の事
護処置-の洞察が,中心となる｡ 環境に関する知識,環境意 例で,習得される｡可能な限り,実際的な動物の世話 (飼
識,生態学的行動能力に関する環境に優しい行為についての 育箱,水槽)がなされるべきである｡ 絶滅危倶種の知識
確固とした基盤となる｡ 自然との出会いが準備されるべきで は,種保護 ･ビオ トー プ保全 ･自然保護 ･環境保全の意
ある｡ また,学校のエコ化の意味で,具体的な活動も支援さ 味で,目的にあった環境教育にとって基礎的な前提であ
れるべきである｡ る｡生物の体格の比較考察に結びつけ,体系的な分類原
理の採用は,収集と整理に関する生徒の年齢にあった傾
向に対応する｡ それによって,自然体系の分類原理の理
解にとって基盤が置かれ,また,環境の採用によって進
化的思考にとって前提が作られる｡ 精選された形態知識
d iE EdEd Ed 
第 2学年
教授学的諸原則 :
第 1学年の形態知識の深化,また下等な植物と動物との
組織比較は,進化的関連にとって本質的な前提を提供し,
高い段階での対応した学習目標の達成にとって重要な某 
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田中
新 旧 カ リキ ュ ラム で は , 内 容 の取 扱 い 
(DidaktischeGrundsatze:教授学的諸原則)の意
味が異なってきた｡ 旧カリキュラムでは,教材 
(Lhsoff ( dkiceert )の後に教授学的諸原則 Diatsh
Grunds畠tze)が置かれているのに対して,新カリ
キュラムでは,逆順であ り,教授学的諸原則 
(Didaktische Grundsatze) に従 って ,教材 
(Lehrsto坪)を定めたことになる｡
旧カリキュラムでは,学習内容 (Lehrstoff:教
材)の内部構成が学習目標 (e it)と学習内容Lmzee
賢二
盤である｡草,風妹の広葉樹と針葉樹の事例でのように,
比較的下等な簡単な花の構造をもつ郷土の種子植物の学
習に際して,生徒の経験界から引き出される ｢把握可能
な｣事例から出発することが,特に大切である｡
これに対して中心的な出発状況は,学校の始めにある教
授結果でありうる｡
この枠内で,生態系森の簡単な構造写真と在庫 目録とに
加えて,重要な郷土の植物の押 し葉標本や葉の収集の構
ロコd
成にとって基礎となりうる教材の作成が,可能であろう｡
5ヽ′ Ei ノd■■
第 3学年
教授学的諸原則 :
地質学への関連は,学校所在地から発し,遠足でもって
なされるだろう｡ 引き続いて,入念な精選した教授課程,
博物館見学,学校の収集物での学習などによって知識が
拡大され,望まれた形態知識が伝えられる｡ 学校所在地
に関連して存在する鉱物標本の収集は,特に生徒に動機
付け的に作用しうる｡ 同定練習,経済的意味 ･地域 ･現
状 ･美的観点 (宝石)などのような基準に従う分類,は
方法として勧められる｡ 地図を使って,学校所在地を考
慮して,オース トリアの地質の簡単な記述が学ばれる｡
岩石と鉱物の言及も,簡単な特徴で行われるべきであろ
う｡ 地下資源の利用から生じる環境問題 (例えば,地下
水汚染,はた山,崩壊,空気汚染)に,その回避や改善
とともに,言及されるべきであろう｡
′ヽ′ ′ヽ′ノー' ノー′ ■. ■.
第 4学年
教授学的諸原則:
地質学的結果と地史年代において生命条件のそれによっ
て作用する変化 との記述によって,生物の進化とその都
度の環境条件との関連が,理解されうる｡ 地史年代の概
観は表で提示され得よう｡ 化石,画像教材,博物館見学,
遠足などは接近を容易にする｡
ノー  Ed' iノー  Ed' i
教授学的諸原則 :
生物学と社会との問題に関して生徒はその年齢に合わせ
て次のような状態になるべきであろう,つまり,実際的
な結果の検討のもと,過去 4学年で扱ってきた環境思考,
生物の授業ばか りでなく他の授業内容で獲得してきた知
識を使い,広範な内容また他の観点から考慮された内容
の意味で人間の今日的状況を把握する｡ ここで産業諸国
での環境状況が認められねばならないだけでない｡同時
に,発展途上国の生物学的与件 (人口過剰 ･略奪農法 ･
干魅 ･空腹 ･自然カタス トロフィなどに由来)も扱われ
るのである｡ この機会に,相互的責任に言及される｡
実際のメディアの活用は勧められるが,一面的な内容は
もたらされるべ きでない｡生徒は自分で判断することを
学ぶべきである｡ 生徒が将来において処置と決定を常に
生物学的生態学的関連を考慮して行う時に,この目的が
利用されることを望んでいる｡
(Lrihleennat)とに分けて,順に指示されているの
に合わせて,教授学的諸原則 (Didaktische 
Grundsatze)はこれら計 19目標,計36区分の内容
の指示に対する個別具体的な計 34区分の指示とな
っている｡ ｢考慮して,学ばれるべきである｣など
推奨だけでなく,｢この年齢段階において広範な生
体学を伝えることは,決して試みられるべきでない｡
上級段階に留保される｣との制限事項もあり,量も
多く,詳細であった｡一方,新では全般的な留意点
と｢3つのテーマ分野に関して留意されるべき事項｣ 
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Vオーストリアの前期中等教育段階における生物 ･環境カリキュラムの改訂
であり,ここでも｡ 旧カリキュラムに比べて,教師
の自由裁量を許容する余地をもたらすものである｡ 
t.あわりに
オース トリアの前期中等教育段階における生物 ･
環境カリキュラムの改訂の現状を,新旧学習指導要
領などから,明らかにしてきた｡
全教科の週授業時間数総計の減少 (いわば ｢ゆと
りの創造｣)を受けて,前期中等教育段階に属する
ハウプ トシューレと普通教育中等学校の 3種の下級
段階とで,生物 ･環境の週授業時間数合計が 1ない
し 2減少した｡ハウプ トシューレと普通教育中等学
校の下級段階とで異なっていなかった週授業時間数
合計は,ハウプ トシューレ及びギムナジウム&経済
実科ギムナジウムの下級段階の計 3つと実科ギムナ
ジウムの下級段階とで異なることになった｡しかし,
週授業時間数合計におけるこの 2分化に拘わらず,
目標 ･内容 ･内容の取扱いは分化されていない｡
そもそも,新 (現行)カリキュラムでは,ハウプ
トシューレと普通教育中等学校の下級段階とで,一
定の条件をもって週授業時間数を変化させ,生物 ･
環境でも学校の特色作 りが可能になった｡また,学
習内容がゆとりの創造といえる週時間数の 2/3で
行われるとする必修内容と学校や教師の自由裁量で
扱われる発展的内容とに分けられることになった｡
更に,教授学的諸原則 ( dkiceGrnsteDiatsh udaz)
由裁量を許容する余地をもたらすものになった｡
新旧カリキュラムともに,環境教育に関わって
｢責任感｣そして ｢行動要請｣までも求める点で,
変化はない｡大きな変化は,構造を持たせ,広い視
野から目標を示したことである｡
単元から計 12区分 (3分野 * 4学年)へ変化 し,
いわば,生物の次に環境という積み上げから,並行
的な履修に変わった｡また,新カリキュラムで,い
わば,健康教育関係の更なる重視と地学教育関係の
軽減とが窺い知れる｡
総括 :旧から新 (現行)カリキュラム-の変化で,
学校や教師の自由裁量が増える一方,前期中等教育
段階における全ての学校種の生物 ･環境で同じであ
った週授業時間数が,ハウプトシューレ及びギムナ
ジウム&経済実科ギムナジウムの下級段階の計 3つ
と実科ギムナジウムの下級段階とで違った減少にな
り, 2分化 した｡また,目標 ･内容構造や重点の変
化はあったが,しかし,生物教育とともに,人間の
生存に関与する内部環境と地学教育に関係 して自然 
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環境を扱うという意味で環境教育をも担っている教
科という本質は,変わっていないといえる｡
なお,本論文は,日本理科教育学会第 56回中国
支部大会 (平成 19年11月10日,鳥取大学)におい
て口頭発表した内容に,基づいたものである｡
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